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食の健康と食の健康と食の健康と食の健康と
世代別食育支援展開に関する研究世代別食育支援展開に関する研究

～幼児・児童世帯に向けた食育アプローチ～
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調査実施要領調査実施要領

□調査対象：首都圏に在住で第一子が満6歳以下の子どもを持つ母親

□調査方法：留置法（対象者自記式）、日記式併用

□調査対象者選出法：エリアサンプリング法

□標本数（有効回収数）：320名
〔第一子の年齢別内訳〕
満3歳未満－80
満3歳以上就学前－80
小学校1～3年生－80
小学校4～6年生－80 ＊各年齢とも男女半々となるように設定

3

□調査実施内容：
調査はつぎの2本立てで実施
ａ）食生活に関する意識・実態等のアンケートを自記式で記入
ｂ）日曜日、および平日（月曜日・火曜日の2日間）の第一子の食事の状況を日記式で記入

□調査実施時期：
2008年7月11日（金）～7月22日（火）
＊日記は、7月13日（日）、14日（月）、15日（火）の3日間

第第ⅠⅠ章章 食育に関する国の施策と地方公共団体・企業の食育に関する国の施策と地方公共団体・企業の
取り組み取り組み

1.育基本法の制定

2.食育推進基本計画の策定

3.食育推進計画の目標

4.都道府県及び市町村の食育推進計画の作成状況

5.都道府県食育推進計画に数値目標として設定された主な項目

6.地域における食生活の改善等の取り組み推進

(1)「地域の特性を生かした市町村推進計画づくりのすすめ」

(2)「日本型食生活」の実践と「食事バランスガイド」の活用促進

(3)地域における重点的な取り組み

(4)地方公共団体の取り組み(事例)
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(4)地方公共団体の取り組み(事例)
7.学校における食育指導体制―栄養教諭制度

8.食品関連事業者等による食育推進

(1)企業店舗での「食事バランスガイド」の啓蒙取り組み

(2)スーパーマーケット等における取り組み

(3)中食、外食産業における取り組み
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第第ⅡⅡ章章 これまでの食育提言とその課題これまでの食育提言とその課題

1.食育提言とは ―食育を考える上での与件と意義―

2.これまでの食育アプローチから見えてくる課題
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国の食育概念整理＝理念化・体系化国の食育概念整理＝理念化・体系化

食にかかる人間形成食にかかる人間形成

豊かな人間形成 心身の健康増進

食を通じたコミュ
ニケーション

食を通じたコミュ
ニケーション

自然の恩恵等
への感謝、

環境との調和

自然の恩恵等
への感謝、

環境との調和
食品の安全性食品の安全性

食に関する基礎の
習得

食に関する基礎の
理解

食に関する知識と
選択力の習得、

健全な食生活の実践
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食に関する
基本所作

食に関する
基本所作

食文化食文化

食糧事情他食糧事情他

食生活・栄養の
バランス

食生活・栄養の
バランス

食生活リズム食生活リズム
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国の施策・・・・国民運動としての食育推進国の施策・・・・国民運動としての食育推進
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内閣府：「いま食育 ２００７」より

国の施策国の施策
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第第ⅢⅢ章章 幼児・児童保有世帯の食育研究の考え方幼児・児童保有世帯の食育研究の考え方

1.幼児・児童保有世帯の食育調査を行なうに当っての与件

2.食生活指針から見た幼児・児童保有世帯の前提

3.幼児・児童保有世帯の食育調査の仮説と方向性

(1)家庭からできる食育を考える
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(1)家庭からできる食育を考える

幼児・児童保有世帯の食育調査を行なうに当っての与件幼児・児童保有世帯の食育調査を行なうに当っての与件

(1)食の文化形成は、大きくは両親が持つ世代の成長経緯とライフスタイルに起

因すると仮説し、母親の成長過程における食生活のライフスタイルと現状の食

生活実態の因果関係を分析する。

(2)母親の有業化が進展する中で、食事の時間形成による制約や生活の利便

性の進化による食実態が食育マインドの具現化に大きく影響すると仮説を立て、

それぞれの食生活実態の中から可能とする食育の在り方と提言の具現化を目

指す。

(3)これまでの正しい食育の具現化を それぞれの食生活実態を前提とした家
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(3)これまでの正しい食育の具現化を、それぞれの食生活実態を前提とした家

族の楽しい食事形成の可能性を探り、具現化の方向性を予見する。

(4)幼児・児童を持つ世帯の両親と子どもの食育目標を、これら対象者のそれ

ぞれの「豊かな人間形成」と「心身の健康増進」とする。
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それぞれの食育提言それぞれの食育提言
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３つの構成要素の意識レベル、実態レベルのギャップを３つの構成要素の意識レベル、実態レベルのギャップを
調査調査

意識レベル 実態レベル
 

情緒面
行動

情緒面
行動

 意識レベル 実態レベル 
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栄養面栄養面
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食生活指針から見た幼児・児童保有世帯調査の前提食生活指針から見た幼児・児童保有世帯調査の前提

〔食生活指針10項目〕

①１日の食事のリズムから、健やかな生活リズムを

②主食 主菜 副菜を基本に 食事のバラ を②主食、主菜、副菜を基本に、食事のバランスを

③ごはんなどの穀物をしっかりと

④野菜、果物、牛乳・乳製品、豆類、魚なども組み合わせて

⑤食塩や脂肪は控えめに

⑥適正体重を知り、日々の活動に見合った食事量を
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⑦食事を楽しみましょう

⑧食文化や地域の産物を活かし、ときには新しい料理も

⑨調理や保存を上手にしてムダや破棄を少なく

⑩自分の食生活を見直してみましょう

仮説立ての重要項目仮説立ての重要項目

①この世代の生活者の意識と行動のギャップを明確にする。

②この世代の中でも、意識格差、行動格差が存在すると考えられ、その実態を

明らかにする。

③母親の成長経緯がこの世代の食生活格差に著しく影響する。

④この世代の食育の意識や知識の度合と、意識・知識はあっても何故できない

かを考え、アプローチ方法を検討する。

⑤この世代のライフスタイルパターンと食育への意識・行動パターンを明確にす
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⑤この世代のライフスタイルパタ ンと食育への意識 行動パタ ンを明確にす

る。
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家庭からできる食育を考える家庭からできる食育を考える

 

食育指針

Outside in Approach

食育指針

Outside in Approach

食生活指針 図表 3－6 

性

家庭家庭家庭
食

社会化社会化 教育教育

地域化地域化 体感化体感化

Inside Out Approach

性

家庭家庭家庭
食

社会化社会化 教育教育

地域化地域化 体感化体感化

Inside Out Approach

15

性食
育

へ の

の 実
行

共
感

性

食
育

の
認 知 ・ 認 識 ・

理
解

食
育

コミュニティ化コミュニティ化

アプロアプロ
ーーチ化チ化習慣化習慣化

性食
育

へ の

の 実
行

共
感

性

食
育

の
認 知 ・ 認 識 ・

理
解

食
育

コミュニティ化コミュニティ化

アプロアプロ
ーーチ化チ化習慣化習慣化

第第ⅣⅣ章章 幼児・児童保育世帯の食生活および食育マインド幼児・児童保育世帯の食生活および食育マインド
実態調査から見える事項実態調査から見える事項

1.標本構成

2.食育の認知・理解状況

3.食育推進の現状

(1)「行動」「栄養」「情緒」からみた食育推進の現状

(2)母親の小学校時代の生活、躾からみた食育推進の現状

(3)知識・情報、家事・買い物行動からみた食育推進の現状

(4)子どものライフステージ・母親のライフスタイルからみた

食育推進の現状と課題
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(5)子どもの食生活実態からみた食育推進の現状

4.食育推進の課題

5.食生活指針と調査仮説及び調査結果との対比

(1)調査結果を前提とした家庭内での食事の意識と実態
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調査実施要領調査実施要領

□調査対象：首都圏に在住で第一子が満6歳以下の子どもを持つ母親

□調査方法：留置法（対象者自記式）、日記式併用

□調査対象者選出法：エリアサンプリング法

□標本数（有効回収数）：320名
〔第一子の年齢別内訳〕
満3歳未満－80
満3歳以上就学前－80
小学校1～3年生－80
小学校4～6年生－80 ＊各年齢とも男女半々となるように設定
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□調査実施内容：
調査はつぎの2本立てで実施
ａ）食生活に関する意識・実態等のアンケートを自記式で記入
ｂ）日曜日、および平日（月曜日・火曜日の2日間）の第一子の食事の状況を日記式で記入

□調査実施時期：
2008年7月11日（金）～7月22日（火）
＊日記は、7月13日（日）、14日（月）、15日（火）の3日間

標本構成①標本構成①

【母親の年齢】

満35～39歳が37％、満30～34歳が29％と、30代で66％を占めている。

第一子の年齢別にみて最も多数を占めているのは、満3歳未満では満29歳以

下、満3歳以上就学前・小学校1～3年生・小学校4～6年生では満35～39歳。

29歳以下 30～34歳 35～39歳 40歳以上
（％）

ＴＯＴＡＬ <N=320>

3歳未満 <N=80> #REF!

23.4

47.5

28.8

32.5

37.2

17.5

10.6

〔第一子年齢〕

18

満3歳以上就学前 <N=80>

小学校1～3年生 <N=80>

小学校4～6年生 <N=80>

28.8

15.0

27.5

33.8

21.3

38.8

40.0

52.5

11.3

23.8
2.5

2.5

5.0
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標本構成②標本構成②

【母親の職業】

主婦専業が70％近くを占めている。

有職率は第一子の小学校就学前と就学後とで差がみられ、就学前では20％前

後 後 後後であるのに対し、就学後は40％前後

フルタイム パート 自営・その他 主婦専業
（％）

ＴＯＴＡＬ <N=320>

3歳未満 <N=80> #REF!

21.0

10.0 7.5

68.4

78.8

5.0
5.6

〔第一子年齢〕

19

満3歳以上就学前 <N=80>

小学校1～3年生 <N=80>

小学校4～6年生 <N=80>

10.0

11.3

25.0

37.5

6.3

6.3

80.0

62.5

52.5

2.5

3.8

3.8

2.5

標本構成③標本構成③

【同居家族人数】

4人家族が52％と半数を占めている。

第一子の年齢が上になるに従い家族人数は多くなり、「4人以上」は3歳未満で

は34％であるのに対し、3歳以上就学前では70％近く、小学校1～3年生では

90％近く、小学校4～6年生では90％以上を占めている。

3人以下 4人 5人 6人以上
（％）

ＴＯＴＡＬ <N=320> 29.4

66 3

52.2

23 8

13.8

7 5

4.7

〔第一子年齢〕
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3歳未満 <N=80> #REF!

満3歳以上就学前 <N=80>

小学校1～3年生 <N=80>

小学校4～6年生 <N=80>

66.3

32.5

12.5

23.8

53.8

70.0

61.3

7.5

10.0

13.8

23.8

3.8

8.86.3

3.8

2.5
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標本構成④標本構成④

【子どもの人数】

子どもの人数が2人以上は、第一子が3歳未満では20％未満であるのに対し、

満3歳以上就学前では65％、小学校1～3年生では84％、小学校4～6年生で

は94％。

1人 2人 3人以上
（％）

ＴＯＴＡＬ <N=320>

3歳未満 <N=80> #REF!

34.7

81.3

54.4

18.8

10.9

〔第一子年齢〕

21

満3歳以上就学前 <N=80>

小学校1～3年生 <N=80>

小学校4～6年生 <N=80>

35.0

16.3

55.0

75.0

68.8

10.0

8.8

25.06.3

標本構成⑤標本構成⑤

【同居家族】

夫が98％。

両親（子どもからみて祖父・祖母）との同居は11％。

（％）

夫

保育園・幼稚園に入る前の子供

保育園・幼稚園の子供

97.8

44.7

44.4

0 20 40 60 80 100
TOTAL <N=320>

22

保育園 幼稚園 子供

小学１～３年生

小学４～６年生

両親（父・母）

その他

25.0

11.3

1.6

45.0
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標本構成⑥標本構成⑥

【母親のきょうだいの人数】

一人っ子は7％と少数で、2人が60％、3人以上も34％。

一人っ子 2人 3人 4人以上
（％）

ＴＯＴＡＬ <N=320>

3歳未満 <N=80> #REF!

6.6 60.0

65.0

24.7

17.5

8.8

13.8

3.8

〔第一子年齢〕

23

満3歳以上就学前 <N=80>

小学校1～3年生 <N=80>

小学校4～6年生 <N=80>

10.0

7.5

56.3

55.0

63.7

30.0

27.5

23.8

3.8

12.4

5.0

5.0

標本構成⑦標本構成⑦

【子どもの年齢・就学状況】

満3歳未満（満1歳以下が14％、満2歳が11％）、満3歳～就学前、小学校1～3
年生、小学校4～6年生がそれぞれ25％。

就学前の子どもについてみると、「保育園・幼稚園に入っている」のは満3歳未

満で15％、満3歳以上では93％。

（％）

ＴＯＴＡＬ <N=160>

保育園・幼稚園に入っていない 保育園・幼稚園に入っている

46.3 53.8

24

満3歳未満 <N=80>

満3歳以上就学前 <N=80>

85.0

7.5

15.0

92.5
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「食生活指針」「食生活指針」1010項目の中から「行動」「栄養」「情緒」の項目の中から「行動」「栄養」「情緒」の
33側面を選択側面を選択 ⇒⇒ 調査の実施調査の実施

〔食生活指針10項目〕

①１日の食事のリズムから、健やかな生活リズムを 行動

②主食 主菜 副菜を基本に 食事のバラ を 栄養②主食、主菜、副菜を基本に、食事のバランスを 栄養

③ごはんなどの穀物をしっかりと 栄養

④野菜、果物、牛乳・乳製品、豆類、魚なども組み合わせて 栄養

⑤食塩や脂肪は控えめに 栄養

⑥適正体重を知り、日々の活動に見合った食事量を 栄養

25

⑦食事を楽しみましょう 情緒

⑧食文化や地域の産物を活かし、ときには新しい料理も

⑨調理や保存を上手にしてムダや破棄を少なく

⑩自分の食生活を見直してみましょう

意識と実態を聴取した項目意識と実態を聴取した項目

母親自身および小学生以下の子どもに対する意識と実態を聴取したのは、

●「行動」：“毎日朝食”“規則正しい生活”をはじめとした5項目

（母親自身、子どもに対してとも）

●「栄養」：“栄養バランスのよい食事”“好き嫌いなくいろいろなものを食べる”

をはじめとした9項目（母親自身は10項目）

26

●「情緒」：“家族一緒に食事を”“感謝の心を持つ”をはじめとした7項目

（母親自身、子どもに対してとも）

である。
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「行動」の側面からみた食育推進の現状「行動」の側面からみた食育推進の現状

「行動」の側面の中で子どもに対しても、自分自身でも実践できていなかった

（達成率0.5未満）のは「規則正しい生活」と「早寝早起き」の2項目であったが、

それらが実践できていない理由としては、

・子どもに対しては…“大人の生活時間に合わせてしまうので”

“塾や習い事で帰りが遅くなるので”

・母親自身からは…“寝るのが遅いので”

27

“夜遅くしか自分の時間がとれないので”

“夫が帰ってくるのが遅いので”

といったことが具体的にあげられていた。

「栄養」の側面からみた食育推進の現状「栄養」の側面からみた食育推進の現状

母親の意識が高いにもかかわらず実態が伴っていなかった“子どもには好き嫌

いなくいろいろなものを食べさせる”“子どもには栄養バランスのよい食事をさせ

る”“子どもにはカルシウムやビタミンを積極的に摂らせる”“子どものおやつや

夜食は 量や栄養を考えて与える”の4項目について その実践できてない理由夜食は、量や栄養を考えて与える の4項目について、その実践できてない理由

をみると、

「好き嫌いなくいろいろなものを食べさせる」

→“嫌いなものは食べないので好きなものを食べさせてしまう”

「栄養バランスのよい食事」

→“嫌いなものは食べない”“子供が好きなものを出すようになる”

「カルシウムやビタミンを積極的に摂らせる

28

「カルシウムやビタミンを積極的に摂らせる」

→“何で摂ったらよいのかわからない”“好き嫌いが多いので”

「おやつは、量や栄養を考えて与える」

→“子どもが好きなものを食べさせている”“市販品のほうが手軽”

といったことが具体的にあげられており、子どもの「好き嫌い」が大きなウエイト

を占めているようであった。
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「情緒」の側面からみた食育推進の現状「情緒」の側面からみた食育推進の現状

意識が高いにもかかわらず達成率が低い“家族揃って食事をしたい”“食事の

際のマナーや行儀は大切”の2項目について実践できていない理由は以下の

通り。

「家族揃って食事をしたい」「家族揃って食事をしたい」

→“夫が帰ってこられない”

（“家族揃って夕食がとれる時間までに夫が帰ってくる”の項目をみても、“帰っ

てきてほしい”の53％に対し、“帰ってきている”は19％にとどまっている。）

「食事の際のマナーや行儀は大切」

→“ついテレビをみてしまう”

“子どもに注意ばかりすると食事が楽しくなくなってしまう”

29

“食事中のマナーや行儀を勉強したい”も、意識の42％に対し達成率は0.17に

とどまっていたが、その理由として“勉強するまでもない／親から教わったことで

十分／最低限のことがわかればよい”といったことが具体的にあげられてい

た。

また、“食材を生産する現場を見たり体験する”の項目に関しても達成率は0.21
と低かったが、実践できない理由として“体験する機会がない／体験する場所

母親の小学校時代の生活、躾からみた食育推進の現状母親の小学校時代の生活、躾からみた食育推進の現状

母親の小学生時代の生活（躾）が現在の子どもに対する行動、および自分自身

の行動に及ぼしている影響をまとめると、以下のようになる。

●小学生時代に“毎日朝食を食べていた”母親は、子どもにも食べさせることが

できている。

●子ども時代に“食事中のマナーや行儀を教えられた”“食材を作る人や食事

を作る人に対する感謝の心を教えられた”母親は、子どもに対しても現在教え

ることができている。

●機会がない、場所がわからないとの意見が多くあげられていた“食材を生産

30

●機会がない、場所がわからないとの意見が多くあげられていた 食材を生産

する現場を見たり体験させる”点でも、子ども時代に見たり体験させられた母親

は、子どもに対しても現在見たり体験させることができている。

●しかし、子ども時代に“好き嫌いなく食べていた”母親でみても、母親自身は

現在も食べているものの、子どもに対しては好き嫌いなく食べさせることができ

ていない。
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知識・情報、家事・買い物行動からみた食育推進の現状知識・情報、家事・買い物行動からみた食育推進の現状

【必要だと思っている知識と、その知識程度】

必要だと思っている知識の上位には、

「生鮮食品の鮮度の見分け方」

「食材の下ごしらえや調理方法」「食材の下ごしらえや調理方法」

「いろいろなメニュー」

「野菜や魚の旬」

「食事の際のマナーや作法」

といった項目があげられている。

一方、それらの知識が“（あまり）あるほうだとは思わない”（下図の「知識なし」）

と半数以上の母親が回答していたのは、以下の知識。

「食事バランスガイド

31

「食事バランスガイド」

「1日の塩分摂取量」

「日本の伝統的な献立や行事食・郷土食」

「年齢別に1日に必要な栄養素やカロリー」

「食品添加物や保存料」

「生活習慣病」

「アレルギー」

母親のライフスタイルからみた食育推進の現状と課題母親のライフスタイルからみた食育推進の現状と課題

「母親のライフスタイル」別に食育推進の現状を明らかにするが、その前に母親

の食生活等に関する意識・実態をみると、“毎日朝食を作っている”と90％以上

の母親が回答しているものの、“毎日の食事の支度は短時間で済ませた

い”“毎日の食事を何にするかメニューで困っている”“ふだんの日の買い物は

短時間で済ませたい”の項目については90％前後が、“毎日の食事のメニュー

を考えるのが面倒だと思っている”“毎日の食事の後片付けが面倒だと思って

32

を考えるのが面倒だと思っている 毎日の食事の後片付けが面倒だと思って

いる”の項目にはついては80％前後の母親が“（やや）あてはまる”と回答して

いる。
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意識・実態の回答結果をもとにクラスターを作成意識・実態の回答結果をもとにクラスターを作成

①〔生活リズム不規則〕（構成比22％）

生活リズムおよび食生活が不規則（子供の生活リズムも不規則）で、朝食を食べている者は

少数。毎日の食事のメニューを考える・支度する・後片付けをすることが面倒と感じている。

母親の年齢が低くなるに従い多くみられる。母親の年齢が低くなるに従い多くみられる。

②〔食・栄養レベル低い〕（構成比40％と多数派）

母親、子供とも毎日朝食を食べている者は多いものの、母親、子供ともに栄養バランスがよい

食事をしているとは思っていないし、栄養第一のメニューにはなっていない。

また、毎日の食事のメニューを考える・支度する・後片付けをすることが面倒と感じている。

母親の年齢が高くなるに従い多くみられる。

33

③〔食・栄養レベル高い〕（構成比14％と少数派）

母親、子供のいずれも規則正しい（食）生活をしている（させている）とともに、栄養バランスも

考えた食生活を送っている。

④〔家族団らん〕（構成比25％）

家族揃って、できるだけ楽しく食事をしているものの、食事の栄養バランスは重視してない。

母親の年齢でみると39歳以下。

食育推進の課題食育推進の課題

（％） （％）

58.4

93.8

63.1 66.6

35 040

60

80

100

45.6

66.8
61.0

75.5

40

60

80

100

最初に食生活における意識と実態を、

「行動」「栄養」「情緒」の3つの側面か

らみてきたが その結果として下表の

（絶対値）

【子どもに対して】<N=240> 【母親自身】<N=320>

意
識

実
態

意
識

実
態

意
識

実
態

意
識

実
態

意
識

実
態

意
識

実
態

行 動 栄 養 情 緒

0.62 0.41 0.52

行 動 栄 養 情 緒

0.60 0.39 0.41

35.0
25.9

0

20

40

23.9 28.0

0

20

40らみてきたが、その結果として下表の

ように母親の子どもに対して、および

母親自身のいずれにおいても、達成

率が相対的に高かったのは「行動」面

で、反対に低かったのは「栄養」面で

あることが実態として浮かび上がって
42.0

29.8
情 緒

行 動

栄 養

意　識

（％）

32.9
37.1

情 緒
行 動

栄 養

意　識

（％）

（達成率）
実態／意識

（相対値）

34

きた。
28.2

栄 養

29.3

49.0

21.7

情 緒

行 動

栄 養

実　態

（％）

30.0
栄 養

24.5

46.8

28.7
情 緒

行 動

栄 養

実　態

（％）
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家庭内での食事と食生活指針との相関家庭内での食事と食生活指針との相関

⑩自分の健康

目標をつくり、食

生活を点検する

習慣を持ちましょ

⑩家族や仲間

と、食生活を考

えたり、話し合っ

たりしてみましょう

⑩子供のころか

ら、食生活を大

自然の恩恵、生

産者等への感

謝の念

正しいマナー・作

法による食事

食前・食後の挨

拶習慣

①毎日の食事

で、健康寿命を

のばしましょう

①心とからだにお

いしい食事を、

味わって食べま

しょう

①食事作りに参

①食事を楽しみましょう
⑩自分の食生活を見直しましょう

家庭内での
食事

⑧地域の産物を

使いましょう

⑨買いすぎ、作

りすぎに注意し

て、食べ残しの

ない適量を心が

けまし う

⑧行事食を取り入

れながら、自然の恵

みを楽しみましょう ⑧旬の素材を

使い四季の変

化を楽しみま

しょう

⑧食文化を大

切にして、日々

の食生活に活か

しましょう

⑧食材に関す

る知識を身に

付けましょう

⑧料理技術を

身に付けましょう

⑧ときには新しい

料理を作ってみ

ましょう

⑨賞味期限や

消費期限を考え

て利用しましょう

⑨定期的に冷蔵

庫の中身や家庭

内の食材を点検

し、献立を工夫して

食べましょう

⑩学校や家庭で

食生活の正しい理

解や望ましい習慣

を身に付けましょう

切にしましょう

③多様な食品を

組み合わせましょう

①食事作りに参

加しましょう

①家族の団らん

や人との交流を

大切に

②朝食で、いき

いきした1日を始

めましょう

②夜食や間食

はとりすぎないよ

うにしましょう

②飲酒はほどほ

どにしましょう

③調理方法が偏

らないようにしま

しょう

③手作りと外食や加工食

品・調理食品を上手に組

み合わせましょう

⑥栄養成分表

②１日の食事のリズムから、

健やかな生活リズムを

③主食、主菜、副菜を基本に、

食事のバランスを
⑧食文化や地域の産物を活かし、

ときには新しい料理も

⑨調理や保存を上手にして

無駄や廃棄を少なく

35

⑦太ってきたかな

と感じたら、体重

を量りましょう

⑦普段から意識

して身体を動か

すようにしましょう

⑦美しさは健康

から。無理な減

量はやめましょう

⑦しっかりかん

で、ゆっくり食

べましょう

④穀物を毎食とっ

て、糖質からのエネ

ルギー摂取を適正に

保ちましょう

④日本の気候・風

土に適している米な

どを穀類を利用しま

しょう

⑤たっぷり野菜と毎日の

果物で、ビタミン、ミネラ

ル、食物繊維をとりま

しょう

⑤牛乳・乳製品・緑黄

色野菜、豆類、小魚な

どで、カルシウムを十分

とりましょう

⑥塩辛い食品を控え

めに、食塩は１日10ｇ

未満にしましょう

⑥脂肪のとりすぎをやめ、

動物、植物、魚由来の

脂肪をバランス良くとりま

しょう

示を見て、食品

や外食を選ぶ習

慣を身につけま

しょう

④ごはんなどの

穀類をしっかりと

⑤野菜・果物、牛乳・乳製品、

豆類、魚なども組み合わせて
⑥食塩や脂肪は控えめに

⑦適性体重を知り、日々の

活動に見合った食事量を

寝るのが遅い（親・子どもとも）

メニューを知らない・作り方がわからない

忙しい・手づくりする時間がない

食事の支度は短時間で

面倒（買い物・支度・後片付け　　　　

（実態／阻害要因） ・メニューを考えるのが）

↑

家庭での子どもの「食」を取り巻く環境家庭での子どもの「食」を取り巻く環境

【行動】

子ども

規則正しく食べる（無駄な間食をなくす）

朝食の必要性を理解させる

（効用） 早寝早起き（規則正しい生活リズム）

↑

（そのためには） ３食子どもの食事を作る

↑

（目的） 規則正しく

↑

【行動】 朝食を食べさせる・３食規則正しく食べさせる

【栄養】

栄養バランスのよい食事を食べさせる

↓

【情緒】

一緒に楽しく食事をする

↓

【栄養】 【情緒】

36

子 も
↓

栄養バランス

↓

栄養バランスのとれた食事を作る

↓

栄養のことをを知る・教える

好き嫌いをさせない

日本型の食生活の実践

↓

↓

嫌いなものを食べさせることが出来ない

栄養のことを教えられない

栄養バランスが良いというのがわからない

メニューを知らない・作り方がわからない

↓

コミュニケーション

↓

家族揃って食事をする

↓

行儀・マナーを教える

感謝の心を教える

栄養のことを教える

好き嫌いをせない、食べ残しをなくす

食事の支度・後片付けへの参加

（親から子への伝承）

↓

平日は父親が帰ってこられない

子どもは塾や稽古事で忙しい

（目的）

（そのためには）

（効用）

（実態／阻害要因）

（目的）

（そのためには）

（効用）

（実態／阻害要因）
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第第ⅤⅤ章章 幼児・児童保有世帯への食育アプローチ幼児・児童保有世帯への食育アプローチ

1.「家庭内での食事」からみた食育優先事項
（1）家庭内での食事
（2）健康のための食事
（3）家族団らん（3）家族団らん
（4）「家庭内での食事」を中心とした食育の優先事項

2.実態から見た課題と方向性
（1）食育優先事項についての課題と方向性
（2）食行動についての課題と方向性
（3）知識に関する課題と方向性

3.「家庭内での食事」における食育推進の考え方
（1）食育推進の領域

37

（2）「食育行動」における要件
（3）「食育に対する（食への）価値観」における要件
（4）「現実の変えられない食パターン」における要件

4.「家庭内での食事」に対する食育アプローチ
（1）価値向上サイクルと推進アプローチ
（2）「家庭内での食事」に対する外部の支援
（3）「家庭内での食事」に対する食育アプローチ

家庭内での食事家庭内での食事

家庭でできることは何か？

子ども親 親 食事の提供一緒に食べる

健康のための食事家族団らん

38

健康のための食事家族団らん
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「家庭内での食事」を中心とした食育（優先事項）「家庭内での食事」を中心とした食育（優先事項）

食文化や地域
の産物を活かし、

⑤適正体重を知り、
日々の生活に
見合った食事量を調理や保存を

上手にして自分の食生活

健康のための食事食生活のあり方

②偏食をしない （主食、主菜、副菜を基本に
食事バランスを）

③穀物、
カルシウム、
ビタミンを摂る

（穀物をしっかり、
野菜・果物・牛乳、乳製品、
豆類、魚なども組み合わせて）

⑥家族団らん

の産物を活かし、
ときには新しい
料理も

（食事を楽しむ 躾 知識）

④食塩・脂肪
控えめに

上手にして
無駄や廃棄を
少なく

を見直しましょう

39

家庭内
での食事

①朝食を食べる （一日の食事リズム）

食事バランスを）（食事を楽しむ、躾、知識）

「家庭内での食事」からみた食育優先事項への対応（まとめ）「家庭内での食事」からみた食育優先事項への対応（まとめ）

①朝食を食べる

健康のための食事

《優先事項》 《対応策》

・母子ともに朝食を食べている
しかし、「主食なし」が1割

・必ずごはんやパンを食べよう

・これに牛乳・ヨーグルトや
味噌汁・スープを加える・母親自身が、「好き嫌いなく食べる」

意識は高いものの 実態はできていない ・親も（好き嫌いなく）一緒に食べる

《現状》

②偏食をしない

③穀物、カルシウム、
ビタミンを摂る

④食塩・脂肪控えめに

意識は高いものの、実態はできていない

・子どもに対しても、「好き嫌いなく食
べさせる」ができていない

・母親の知識不足

・子ども時代にできていた親ほど
できている

・子ども10人中1人かそれ以上が、
主食を摂っていない

・カルシウムを積極的に取ろうとして
いるが摂れていない

・親も（好き嫌いなく）一緒に食べる

・栄養知識を付加したメニュー提案

・メニューバリエーションを拡げる

・飲み物で摂る

・プラス一品

・サラダや汁物で野菜を摂る

・素材の味を楽しむ、うす味・
さっぱり味のおいしさ・健康提案

40

家族団らん

（食事を楽しむ、躾、知識）

⑤適正体重を知り、日々の
生活に見合った食事量を

いるが摂れていない

・野菜・果物でビタミンを摂ろうと努力

・何で摂ったらよいかわからない

・濃い味付けや炒め物が増えてしまう

・カロリーに関する知識が乏しい

さっぱり味のおいしさ 健康提案

・旬を食べよう

・煮物や焼き物を増やす

・栄養と食事量・カロリーに関する
知識の浸透

・家族が揃う休日に団らんを・休日以外は母子で食事⑥家族団らん
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食行動の現状食行動の現状

食行動のプロセス

情報を収集する ●食事メニューの決め方は省時間、
衝動（買い）、いつものメニュー

食行動の実態 食生活意識

●毎日のメニューで困っている（91.6％）

つくる

食材を購入する

●食事のための買物頻度は週平均3.6回

●食事の支度の時間は1日平均1時間30分

●食材の宅配サービスを利用
（利用経験 70％ 現在利用 47.2％）

●平均メニュー数
平日の朝食 2.8品 昼食 2.0品 夕食 3.5品
日曜の朝食 2.6品 昼食 1.8品 夕食 3.2品

●食事の支度は短時間で済ませたい（90.1％）

●普段の食事のための買物は短時間で
済ませたい（88.4％）

●毎日の食事の支度をするのが面倒（76.6％）

●いろいろなメニューを作りたいが、つくり方が
わからない（72.5％）

●調理済み食品をよく利用（49 1％）
●一部手作りが6割、手作りのみは4割以下

●子供と一緒に買物に行っていない

41

食べる 会話する

片付ける

●子どもはほとんど母親と一緒に食事

●平日の夕食は父親の帰りが遅いので母子で

●日曜日は家族そろっての外食率が高くなる

（昼食31％、夕食17％）

●毎日の食事の後片付けが面倒（78.1％）

●調理済み食品をよく利用（49.1％）

●子どもに手伝わせていない

●できるだけ家族そろって楽しく食事をしたい

「家庭内での食事」での食育推進の要件「家庭内での食事」での食育推進の要件

すべきことを
わかりやすく伝える

《行動喚起》

現実の行動因子

（ex.分かっているけど出来あいを買う）

感性の行動因子

（ex.ある日突然薬膳粥を食べる）

現実の現実の
変えられない変えられない食育に対する食育に対する

食育行動食育行動

42

課題解決の行動因子

ex.野菜ジュース、健康茶を飲むようになった

ex.できるだけ一手間かける

ex.健康、安心、安全野菜を買う

変えられない変えられない
食パターン食パターン

（食の現実の体系）（食の現実の体系）

食育に対する食育に対する
（食への価値観）（食への価値観）

知りたいときに
知識を得られる

現実の食生活の
なかでできるように

《知識浸透》
《実行しやすさ》
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フィッシュバインの行動意図モデルフィッシュバインの行動意図モデル

態度

行動 行動意図

態度

43

社会的規範

「家庭内での食事」に対する食育アプローチ「家庭内での食事」に対する食育アプローチ

行動喚起
（わかりやすく伝える）

実行しやすさ
（現実の食生活の中でできるように）

家庭内での食事

食材提供者
（生産者、販売者）学校・公共団体

《栄養バランス優先で提案・提供》

●健康のための食事メニュー提案

プラス一品、旬を食べよう、

炒め物だけでなく、煮物、焼き物の

調理方法提案

●調理済み食品や半加工品で提供

栄養優先で省時間の食事

《啓蒙活動による社会規範化》

●休日は家族団らん

●子どもの食行動への参画

●栄養第一の食事

知識浸透

44

栄養優先で省時間の食事

●子どもの食行動参画支援

親子料理教室など

《知識啓蒙》

●具体的なメニューのなかで栄養知識を伝える

●知りたいときに知ることができる仕組み（インターネットなど）

知識浸透
（知りたいときに知ることができる）

公共団体・食材提供者
社会的規範

の醸成
食行動接点
での知識とと
もに体験させ

る
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第第ⅥⅥ章章 実感・体感できる食育提言と活動実感・体感できる食育提言と活動

1.「家庭でできること」を踏まえ、さらなる食育の実行性を高める為には

2.簡便な、楽しめる、共感できる実感・体感型のOutside inアプローチ

45

ライフスタイル別アプローチ構造図ライフスタイル別アプローチ構造図

食・栄養レベル家族

料理教室、地産地消
アプローチ等による
コミュニティー化

栄養バランスのいい食事を

三食きちんと

楽しく食べる

強化ターゲット

高い派
１４％

団らん派
２５％

最低限家庭の中で出来ること

実感・体感が伴うアプローチ

子供と一緒に

行政・地域・企業の
主なアプローチターゲット

アプローチ
６５％
食生活パラダイム
変革ターゲット

46

食・栄養レベル
低い派
４０％

生活リズム
不規則派

２２％

・買う
・作る

・食べる
・片付ける
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食育調査仮説から見た「家庭における食の役割」食育調査仮説から見た「家庭における食の役割」((家族の家族の
健康、子どもの成長、子どもの情緒の育成健康、子どもの成長、子どもの情緒の育成))

①栄養バランスのいい
食事を作る

家庭における食の役割　（家族の健康、子供の成長、子供の情緒の育成）

親

食作る

親 親

①栄養バランスのいい食事を作る
（手作りという意味ではない）

②★一緒に食べる

子供

②一緒に食べる

子供と一緒に
買物をする

子供と一緒に
後片付けする

三食食べる→規則正しい食生活・生活→早寝早起き
朝食を抜かない→品目数の増加
規則正しく食べる→朝食の喫食
（夜遅く食べない）
色々なメニュー（食材）を食べる→体の成長・精神のバ
ランス
（好き嫌いなく）
適量を食べる→太りすぎ防止
よく噛んで食べる→消化・吸収の良好
三角食べをする→多彩な味わい
行儀よく食べる
感謝して食べる
楽しく食べる（会話）→精神の安定、伝承、しつけ、感謝

47

子供

三食作る

適量を作る

色々な料理法で作る

色々な食材で作る

子供

三食食べる

規則正しく食べる
（夜遅く食べない）

適量を食べる

色々なメニュー
（食材）を食べる
（好き嫌いなく）

楽しく作る

塩分・脂肪を
控えめに作る

おいしく作る

行儀よく食べる

感謝して食べる

よく噛んで食べる

三角食べをする

朝食を抜かない

楽しく食べる
（会話）

安全な食品を買
う（消費期限、ア
レルゲン）

栄養バランスのい
いメニューを考え
る

★子供と一緒に作る
★子供と一緒に
買物をする

★子供と一緒に
後片づけする

幼児・児童保有世帯への食育アプローチのキーワード幼児・児童保有世帯への食育アプローチのキーワード

休みの日は 子供と 緒に季節の旬を買おう休みの日は、子供と一緒に季節の旬を買おう・
作ろう・食べよう

― 後片付けも一緒にしよう ―

少しをたくさん食べよう
いつも 緒のメニ にプラス 品旬メニ

48

いつも一緒のメニューにプラス一品旬メニュー
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食の健康と食育アプローチへの命題と食の健康と食育アプローチへの命題と
求められるソリューション力求められるソリューション力

リ
テ
ィ
ア
プ
ロ
ー
チ ク

ロ
ス
メ
ニ
ュ

意
義

リ
テ
ィ
ア
プ
ロ
ー
チ ク

ロ
ス
メ
ニ
ュ

意
義

食生活
シーン 旬の美味し

いモノを
選びたい

今日も
一緒に食べる

どんなメニュー
にしよう？

家族・子供が
元気に！

食
育
ロ
イ
ヤ
リ
テ

ュ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ

メ
ニ
ュ
ー
習
慣
化

旬
素
材
ア
プ

食
の
意
味
と
意
義

関
連
商
品

食
の
習
慣

グ
レ
ー
ド
ア

食生活
シーン 旬の美味し

いモノを
選びたい

今日も
一緒に食べる

どんなメニュー
にしよう？

家族・子供が
元気に！

食
育
ロ
イ
ヤ
リ
テ

ュ
ー
ア
プ
ロ
ー
チ

メ
ニ
ュ
ー
習
慣
化

旬
素
材
ア
プ

食
の
意
味
と
意
義

関
連
商
品

食
の
習
慣

グ
レ
ー
ド
ア
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今日は
家族と一緒に

選びた

生活祭事アプローチ

慣
化
ア
プ
ロ
ー
チ

プ
ロ
ー
チ

習
慣
化

ア
ッ
プ
商
品

生活祭事食メニュー

今日は
家族と一緒に

選びた

生活祭事アプローチ

慣
化
ア
プ
ロ
ー
チ

プ
ロ
ー
チ

習
慣
化

ア
ッ
プ
商
品

生活祭事食メニュー

季節を食べよう食育生活カレンダー季節を食べよう食育生活カレンダー

季節

月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月

二十四節気
（季節の区分）

春
分

啓
蟄

穀
雨

清
明

小
満

立
夏

夏
至

芒
種

大
暑

小
暑

処
暑

立
秋

秋
分

重
陽

霜
降

寒
露

小
雪

立
冬

冬
至

大
雪

大
寒

小
寒

雨
水

立
春

行　　　事
（雑　　　節）

春
の
彼
岸

桃
の
節
句

春
土
用

端
午
の
節
句

八
十
八
夜

入
梅

土
用
丑
の
日

お
盆
・
帰
省

七
夕
祭
り

半
夏
生

旧
盆
・
帰
省

（
十
五
夜

）

秋
の
彼
岸

菊
の
節
句

（
十
三
夜

）

秋
土
用

大
晦
日

冬
土
用

若
葉
の
節
句

三
日
と
ろ
ろ

元
旦

節
分

与件

花
見

春
休
み

卒
業
式

春
野
菜

Ｇ
・
Ｗ

新
学
期

新
入
学

運
動
会

遠
足

涼
味

梅
雨
入

夏
野
菜

衣
替
え

漬
物
作

夏
休
み

行
楽

梅
雨
明

夏
休
み

ス
タ
ミ

氷
菓
子

夏
祭
り

秋
雨

秋
の
味

秋
祭
り

夏
バ
テ

残
暑

新
学
期

運
動
会

遠
足

衣
替
え

冬
の
味

木
枯
ら

号紅
葉
狩

年
越
し

冬
休
み

ゆ
ず
湯

冬
野
菜

防
寒

セ
ン
タ

験新
学
期

梅
見

春
一
番

春　　暖 夏　　暑 秋　　涼 冬　　寒

（キーワード）
み式菜 Ｗ期学

・
園

会 入
り

菜え作
り

み明 みミ
ナ

子り 味
覚

りテ期 会え 味
覚

ら
し
１

狩 しみ湯菜 タ
ー

試

期 番

記念日

ホ
ワ
イ
ト
デ
ー

ひ
な
祭
り

母
の
日

子
供
の
日

父
の
日

敬
老
の
日

孫
の
日

体
育
の
日

勤
労
感
謝
の
日

七
五
三

ク
リ
ス
マ
ス

鏡
開
き

成
人
の
日

七
草
粥

バ
レ
ン
タ
イ
ン

お手伝い

お母さんと一緒にひ
な祭りちらし寿司作
り

シーザーサラダ作り
もお手伝い

お父さんと一緒に作
ろう、お肉を焼いて、
焼きそば焼いて

春キャベツを使った
コールスロー作りを
お手伝い

お父さんと一緒に、
母の日の手作りカ
レー

絹さやの筋を取って
お手伝い

そらまめをさやから
出して、ビールのお
つまみお手伝い

梅を磨いて梅干し作
りをお手伝い

こねて、こねて、ハン
バーグ作りをお手伝
い

枝豆を枝から取って
お手伝い

玉ねぎの皮をむいて
カレー作りをお手伝
い

今日のお昼はサンド
イッチを一緒に作ろ
う

おだんご丸めてお月
見

お彼岸に子供と一緒
に、おはぎ作りに
チャレンジ

遠足のおやつは一
緒にお買物

クリームシチューの
じゃがいも洗いをお
手伝い

いつもありがとう。今
日は僕がホットケー
キ作るよ

みぞれ鍋の大根お
ろしをお手伝い

クリスマスのケーキ
作りにお母さんと挑
戦

お風呂にゆずを入れ
ました

ゴリゴリすって、とろ
ろ作りをお手伝い

ほうれん草の胡麻和
えつくりをお手伝い

鬼に向かって鬼は
外！後片付けはみ
んなで

お父さんへのプレゼ
ント、自分だけのチョ
コレートをつくろう

家族揃って

スポンジにクリーム
塗って、イチゴをの
せて、雛ケーキ作り

手まり寿司で家族
揃ってひな祭りパー
ティ

お稲荷さん、中身は
自分で入れてピク
ニック

春野菜いっぱいのイ
タリアンでごちそう

バーベキューで野菜
たっぷり焼きそば
作っちゃおう

アウトドアで家族
揃ってカレー作り

お好み焼きに好きな
食材トッピング

夏野菜をいっぱい
使った中華料理を家
族揃って

うなぎパワーでお父
さんの夏バテ解消

焼きトウモロコシを
家族揃ってガブリ

焼肉は野菜を巻いて
いただきます

鉄板焼き、海鮮焼い
て、秋茄子焼いて

うちにはおでん奉行
がいます

秋鮭を使ったイタリ
アンで今夜はごちそ
う

家族揃って手作り餃
子

運動会のお弁当を
家族揃っていただき
ます

冬の味覚が大好き、
我が家の鍋奉行

勤労感謝の日、家族
揃ってしゃぶしゃぶ
でごちそう

冬至にはカボチャと
小豆でいとこ煮、風
邪知らず

ピザに好きな食材
トッピング

おなかに優しい七草
粥で家族の健康

鏡開きに家族揃って
あったかお汁粉

家族揃って手巻き寿
司

旬のたら入り湯豆腐
で家族みんなぽっか
ぽか

春休みも元気に朝
食、牛乳プラス

たけのこご飯で栄養

新学期のお弁当に
一品プラス

朝食のヨーグルトに

母の日のカレーにサ
ラダを添えて

初かつおにグリーン

お酢をきかせた酢豚
でスタミナアップ

冷しゃぶに夏野菜添

半夏生にたこの酢の
物

七夕そうめんに梅干

夏のカレーは野菜
たっぷりで栄養バラ
ンスアップ

新学期のお弁当に
一品プラス

朝の具沢山味噌汁

新米に雑穀入れてミ
ネラル補給

栗の炊き込みご飯で

豚汁で旬の野菜をい
ただこう

秋の味覚いっぱいの

冬の野菜を蒸してい
ただきます

旬のかきをクラム

朝のご飯にじゃこを
プラスでカルシウム
アップ

キムチ鍋で身体ポカ
ポカ、風邪予防

菜の花のおひたしで
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栄養アップ
たけのこご飯で栄養
バランス

朝食のヨ グルトに
フルーツ添えてビタミ
ンアップ

初かつおにグリ ン
ピース、グリーンアス
パラ添えて栄養バラ
ンス

冷しゃぶに夏野菜添
えて栄養バランス

七夕そうめんに梅干
添えて

オクラのおひたしで
スタミナアップ

夏休みの昼食は牛
乳しっかり

朝の具沢山味噌汁
で栄養バランス

栗の炊き込みご飯で
栄養アップ

茸たっぷり炊き込み
ご飯で栄養アップ

秋の味覚いっぱいの
ポトフで栄養バラン
ス

旬のかきをクラム
チャウダーで栄養バ
ランス

旬のブリ大根にかぶ
の味噌汁プラス

菜の花のおひたしで
ビタミンプラス

体験

潮干狩
たけのこ掘り
ケーキ作り教室

山菜取り いちご狩り さくらんぼ狩り
しいたけ狩り～

ブルーベリー狩り もも狩り 栗拾い、梨狩り、
芋掘り、ぶどう狩り

りんご狩り
まつたけ狩り

みかん狩り ケーキ料理教室
おせち料理教室

スイーツ料理教室

青果

魚介

飾り言葉

桜
た
い

桜
さ
わ
ら

に
し
ん
に
た
け
の
こ

初
か
つ
お

青
葉
か
つ
お

六
月
の
キ
ス

苗
代
の
あ
じ

麦
わ
ら
た
こ

祭
り
は
も

土
用
し
じ
み

土
用
の
内
の
す
ず
き

ど
じ

ょ
う
と
ご
ぼ
う

戻
り
か
つ
お

秋
さ
ば

秋
か
ま
す

秋
あ
じ

（
白
さ
け

）

霜
月
の
あ
ん
こ
う

寒
ぶ
り

寒
ぼ
ら

節
分
い
わ
し

秋なす、ブロッコリー、かんしょ、里芋、大根、ごぼう、れんこん、
白菜、ほうれん草、ねぎ、松茸、しいたけ

りんご、みかん、梨、ぶどう、柿、栗、ぎんなん、ゆず、だいだい

戻りかつお、さんま、さば、いぼだい、かわはぎ、白さけ、
かます、ぼら、しばえび、わたりがに、いぼだい、かわはぎ、

さば、ひらめ、ぼら、かき、いくら、あんこう

ねぎ、かんしょ、ブロッコリー、里芋、大根、ごぼう、れんこん、
白菜、ねぎ、メキャベツ、里芋、やつがしら、菜の花

ゆず、だいだい、ほうれん草、せり、あさつき
みかん、りんご、ポンカン、いよかん

ぶり、はまち、むろあじ、あおりいか、いせえび、
毛がに、ずわいがに、ふぐ、あんこう、ほたて、

あわび、かき、とこぶし、なまこ

じゃがいも、ピーマン、キャベツ、人参、玉ねぎ、そら豆、レタス、
きゅうり、かぶ、わけぎ、たけのこ、ふきのとう、うど、

たらの芽、わらび、らっきょう
いちご、オレンジ、アボガド、いよかん、あまなつみかん、

はっさく、レモン、マンゴー、パパイヤ、キウイ

まかれい、ま鯛、いわし、あさり、にしん、あじ、
初かつお,さわら、はまぐり、あさり、さざえ、ほたて貝、

ほっき貝、つぶ貝

トマト、インゲン、アスパラ、レタス、かぼちゃ、きゅうり、
らっきょう、梅、なす、とうもろこし、ししとう、しろうり、

にがうり（ゴーヤ）、山芋、しょうが、枝豆、とうがらし、みょうが、
夏みかん、びわ、もも、すもも、あんず、すいか、メロン、パイン

かれい、あじ、初かつお、いか、たこ、あなご、うなぎ、はも、
どじょう、しゃこ、きす、すずき、めばる、銀さけ、ぐち、しじみ、

あわび、あおやぎ


